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主要施策の成果に関する説明書 
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令和４年度は、第６次太子町総合計画の基本目標である

「和のまち太子」の実現のため、五つの行政施策を基軸に

各種事業を実施した。 

「いきいきと輝くまち」として、聖徳太子1400年プロジ

ェクト事業、太子あすかふるさとまつり開催事業等を、

「学び成長するまち」として、太田学童保育園施設整備事

業、小中学校特別教室等空調設備整備事業等を、「未来を

守るまち」として、防災備蓄品購入事業、備蓄倉庫整備事

業等を、「元気で笑顔のまち」として、養育支援訪問事業、

新型コロナワクチン接種事業等を、「快適で持続するま

ち」として、ホームページシステムリニューアル事業、自

治体オンライン申請基盤構築事業等を重点施策として実施

した。 

また、新型コロナウイルス感染症や原油価格・物価高騰

への対応として、低所得及び子育て世帯への特別給付金の

支給のほか、国の交付金を活用した感染拡大の防止や地

域経済の支援に必要な対策を講じた。 

令和４年度に実施した主要施策の成果を次のとおり説明

する。 



総務費

区分 金額（円）

需用費 4,387,631

使用料及び賃借料 2,112,000

計 6,499,631

委託料 2,948,000

委託料 5,060,000

(5,060,000)

住民参画、協働
の推進事業

例規整備等新制
度移行事業

・例規整備支援業務委託料　1,100,000円
　令和5年4月からの段階的な定年年齢の引上げに伴
う、職員の定年等に関する条例をはじめとする関係条
例及び規則等の整備を行い、定年延長制度が組織全体
の活力の維持や多様な生活設計につながるように役職
定年制度等の設計を実施した。

・個人情報保護制度移行支援業務委託料　1,848,000円
　令和5年4月施行の新個人情報保護制度に対応するた
めの例規整備及び個人情報ファイル簿及び個人情報取
扱事務登録簿等整備に係る支援、国や他市町の動向に
ついての情報提供、各種相談等の業務を委託すること
で、大量で煩雑な事務を完了し、環境を整えることが
できた。

ホームページシ
ステムリニュー
アル事業

　株式会社スマートバリューが提供する町ホームペー
ジサービス「いくくるウェブ」について、平成27年4月
の導入以降、住民の皆様への幅広い情報提供手段の一
助となっているが、令和5年6月末に当該サービスが終
了することに伴い、当該サービスの後継機システムで
ある同社「SMART L-Gov CMS」に移行（リニューアル）
を行った。
　移行に伴い、ページ作成時のテンプレートレイアウ
トの自由度が向上し、これまで以上に内容が充実した
柔軟なページ作成が可能となった。
　また、総務省より導入が推進されているCDN（コンテ
ンツデリバリーネットワーク：大容量のデジタルコン
テンツをインターネット上で大量配信するためのネッ
トワーク）の仕組みに対応していることから、緊急時
のアクセス集中発生等に対しても安定的に閲覧速度の
向上に寄与し、特に新型コロナ関連や災害時の避難情
報等、住民ニーズが高い情報を確実に確認いただける
環境整備ができた。

・広報・広聴
　町の情報や行政情報を発信するため、「広報たい
し」を毎月発行し、町ホームページ等においても最新
の行政情報の掲載を行い情報発信を行った。町民の関
心の深かったコロナ対策やイベント等についても適宜
情報提供を行った。
　まちのPRの手法については、太子高等学校生徒32名
を観光大使に任命し、まちのPRビデオの作成等により
町知名度のアップを図った。

・出前講座
　町の施策・事業、防災、健康づくり等に関する情報
発信や住民との意見交換の場として実施した。
（開催実績：49回、参加人数：延べ1,974名）

・パブリックコメント
　町の施策･計画への住民参画を目的に実施し、広く意
見聴取を行った。
　①太子町地域福祉計画（案）（1名・1件）
　②第2期太子町子ども・子育て支援事業計画 中間見
　　直し（案）（0名・0件）
  ③太子町地域保健推進計画（第3次）・太子町食育推
　　進計画（第2次）（案）（0名・0件）
　④太子町災害廃棄物処理計画（案）（0名・0件）

（計のうち特定財源）事　業　名

事  業  費

事　　　業　　　効　　　果　　　等

 



区分 金額（円）

（計のうち特定財源）事　業　名

事  業  費

事　　　業　　　効　　　果　　　等

報酬 260,764

共済費 2,817

報償費 111,409,406

旅費 16,224

需用費 3,696

役務費 1,463,470

委託料 45,156,877

計 158,313,254

(158,313,254)

報償費 350,000

需用費 323,280

役務費 8,580

委託料 2,277,000

使用料及び賃借料 116,700

計 3,075,560

(3,000,000)

委託料 29,502,488

使用料及び賃借料 43,439,635

備品購入費 4,431,680

計 77,373,803

電子計算機運営
事業

ふるさと納税推
進事業

聖徳太子1400年
プロジェクト事
業

　まちの魅力の発信、産業育成、自主財源の確保のた
め、太子町へのふるさと納税者に対して返礼品（お礼
品）の贈呈を実施している。（平成28年4月～）
　町内事業者の協力等により、令和4年度は14,536件、
3億3,979万6千円の寄付を集めることができた。今後も
協力事業者とともに新たな特産品の開発等を積極的に
行うなど、ふるさと納税事業を推進する。

【会計年度任用職員報酬】
　任用期間 12月5日～1月26日 　 　　　　 260,764円
【会計年度任用職員雇用保険料】　　　　　　2,817円
【ふるさと応援寄付謝礼】
　お礼品代金及び配送料（4月～3月）　111,409,406円
【旅費（費用弁償を含む）】　　　　　　　 16,224円
【消耗品費】封緘シール　　　　　　　　　　3,696円
【通信運搬費】
　寄附申込書返送用切手購入費　　　　　　 42,000円
【手数料】
　収納代行手数料　　　　　　　　　　　1,421,470円
【委託料】
　お礼品受付に関する業務委託料（4月～3月）及び
　受領証明書発行代理業務委託料（4月～3月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 44,899,477円
　管理システム保守管理委託料　 　　　　 257,400円

　聖徳太子1400年プロジェクトを通じ、歴史・文化に
直接触れる機会を設けることによって、各世代のふる
さと意識の醸成を図ることができた。また、文化振興
の取組を進めながら、まちの魅力を町内外に発信する
ことで、地域活性化につなげることができた。

【聖徳太子シンポジウムパネリスト謝礼】3名・
350,000円
【消耗品費】来場者記念品248,200円
【食糧費】シンポジウムパネリスト等昼食25,800円
【印刷製本費】シンポジウムパンフレット等49,280円
【通信運搬費】インスタグラム記念品配送料8,580円
【聖徳太子シンポジウム企画業務委託料】シンポジウ
ム運営補助・VR作成委託2,277,000円
【文化会館使用料】シンポジウム会場116,700円

・基幹系システム更新
　平成27年度に構築した基幹系システム（住民情報シ
ステム）やネットワーク機器等の老朽化対応のため、
機器を更新した。更新は2か年に分けて実施し、令和3
年度は特に重要なサーバ機器類を中心に更新、令和4年
度は3年度に更新できなかったサーバ機器類の更新を
行った。
　委託料　　　　　　3,300,000円
　使用料及び賃借料　　915,750円

・内部情報系システム更新
　平成27年度に構築した内部情報系システムやネット
ワーク機器等の老朽化対応のため、機器を更新した。
更新は、2か年に分けて実施し、令和3年度は特に重要
なサーバ機器類を中心に更新、令和4年度は、令和3年
度に更新できなかったサーバ機器類の更新を行った。
　委託料　　　　　　6,930,000円
　使用料及び賃借料　　322,300円

 



区分 金額（円）

（計のうち特定財源）事　業　名

事  業  費

事　　　業　　　効　　　果　　　等

委託料 6,407,500

使用料及び賃借料 2,270,400

備品購入費 3,321,846

計 11,999,746

(5,982,000)

需用費 261,859

工事請負費 2,217,600

計 2,479,459

(2,479,459)

負担金、補助及び交付金 520,000 　県防犯カメラ設置補助事業に採択された8団体（9箇
所）に対して設置に係る費用の補助を実施した。（上
限6万円/1箇所）

防犯カメラ設置
補助事業

自治体オンライ
ン申請基盤構築
事業

　自治体オンライン申請基盤の構築（申利請管理シス
テムの構築、住基ネットとの連携等）を実施し、介護
11手続き、子育て15手続きについて令和5年4月1日より
オンライン申請の運用を開始し住民サービスの利便性
向上を図った。

交通安全推進事
業

　兵庫県市町交通災害共済組合の解散に伴い、財産処
分により構成市町に分配された財源を利用して交通看
板を作成し、希望する自治会への配付や、通学路点検
を実施した際に、町内の通学路の危険個所に交通看板
を設置し、交通安全啓発を行った。
　また、経年劣化により薄くなった道路の区画線につ
いて、ドライバーや歩行者がしっかりと道路が判るよ
うに、危険な箇所より順次引き直しを実施した。

 



＊　条例・規則等の制定等

新規制定 一部改正 廃　止 合　計

6 17 0 23

7 19 1 27

12 22 7 41

0 0 0 0

2 4 0 6

7 1 0 8

34 63 8 105

＊　広域行政

（1）西播磨市町長会

　  　1. 西播磨広域行政に関する令和5年度に向けた国・県予算要望

      2. 講演会、研修会の開催

　　　3. 構成市町のPR活動

 (2) 播磨地方拠点都市推進協議会

　　　1．播磨地方拠点都市地域の整備促進に関する令和5年度に向けた国、国会議員への要望

 (3) 播磨広域連携協議会

　　　1．播磨地域の全13市9町連携による観光・防災・医療などの広域的課題の研究

　　　2．着地型ツアーの実施や「全国酒まつり」の開催など「はりま酒文化ツーリズム」の推進

　　　3．播磨地域の情報発信（各市町でのイベント開催やfacebook等による情報発信など）

（4）連携中枢都市圏構想

　　　1. 人口減少下の活力維持、安心・快適な暮らしを守るための市町連携による圏域形成

  　　2. 姫路市と7市8町（相生、加古川、赤穂、高砂、加西、宍粟、たつの、稲美、播磨、

     　　市川、福崎、神河、太子、上郡、佐用）がそれぞれに協約を締結

      3. 姫路市主体の「経済成長のけん引」と「高次都市機能の集積・強化」、連携市町間の

　　　　「生活関連機能サービスの向上」を行うことにより「一定の圏域人口を有し活力ある

     　　社会経済を維持するための拠点」づくりを推進

＊　選挙人名簿登録者数

男　性 女　性 合　計

13,425人 14,363人 27,788人

13,440人 14,365人 27,805人

13,424人 14,326人 27,750人

13,416人 14,338人 27,754人

13,428人 14,337人 27,765人

13,444人 14,342人 27,786人

13,446人 14,351人 27,797人

令和5年3月1日 定　時　登　録

令和5年3月30日 兵庫県議会議員選挙

令和4年6月1日

令和4年6月21日

令和4年9月1日

備　考

参議院議員通常選挙

定　時　登　録

定　時　登　録

令和4年12月1日

区　分

条　　例

規　　則

要　　綱

細　　則

規　　程

要　　領

合　　計

登 録 年 月 日

令和4年11月7日 太子町長・太子町議会議員補欠選挙

定　時　登　録

 



＊　在外選挙人名簿登録者数

男　性 女　性 合　計

4人 9人 13人

4人 9人 13人

3人 8人 11人

3人 8人 11人

3人 8人 11人

＊　選挙管理委員会開催状況

開催回数

4回

1回

1回

1回

＊　統計調査の実施状況

＊　町県民税

(1) (単位：千円）

総所得額 課税総所得 所得割額 均等割額

7,543,940 4,016,959 263,457 11,468

40,515,558 24,625,254 1,366,870 48,058

48,059,498 28,642,213 1,630,327 59,526

調定額 1人当たり税額 納税義務者数 特徴義務者数

274,924 89 3,098人

1,414,929 102 13,854人 3,902人

1,689,853 100 16,952人 3,902人

(2)

定　時　登　録

定　例

　個人県民税

区　分

普通徴収

参議院議員通常選挙（選挙時登録）

太子町長・太子町議会議員補欠選挙（選挙時登録）

令和5年3月1日 定　時　登　録

統　計　調　査　名

就業構造基本調査

合　計

兵庫県議会議員選挙（選挙時登録）

件　名

令和4年12月1日 定　時　登　録

備　考登 録 年 月 日

令和4年6月1日

令和4年9月1日

基　準　日

令和4年10月1日

1,125,677千円

0.39981

特別徴収

　個人町民税

令和4年6月21日 参議院議員通常選挙

区　分

普通徴収

特別徴収

合　計

税　額

按分率

定　時　登　録

 



(3)

税率 均等割額 9号法人 3,000千円

8号法人 1,750千円

7号法人 410千円

6号法人 400千円

5号法人 160千円

納税義務者数 4号法人 150千円

3号法人 130千円

2号法人 120千円

1号法人 50千円

＊　固定資産税

＊　軽自動車税

(1)

50cc以下 90cc以下 125cc以下 ミニカー

2,000円 2,000円 2,400円 3,700円

２輪 ﾎﾞｰﾄﾄﾚｰﾗｰ ３輪(重課)

3,600円 3,600円 4,600円

貨物(従来税率) 乗用(従来税率) 貨物(標準税率) 乗用(標準税率)

11台 0台 22台 0台

512台 3,349台 628台 4,317台

3,000円 5,500円 3,800円 6,900円

4,000円 7,200円 5,000円 10,800円

60,519,349千円

税　率

1,952,906千円

調定額

146,635千円

交付金

法人税割額

73,885千円

課　税　標　準　額

家　　　　屋

3,368千円

納税義務者数

13,992人

土　　　　地

1.4%

52,224,732千円

72,750千円

650社

6.0%
(標準税率)

19台

軽自動車

税額（率）

0台

区　分

調定額（千円）

均等割額税率

課　税　標　準　額

償　却　資　産

29,405,119千円

原動機付自転車

台　数 14,228台 1,448台 125台 271台

　種別割

区　分 賦課台数

　法人町民税

台　数 356台 14台

税額（率）

区　分
軽自動車

台　数
上=営業用,下=自家用

税額（率）
上=営業用,下=自家用

 



貨物(重課) 乗用(重課) 乗用(75％軽課)

7台 0台 0台

755台 1,748台 1台

4,500円 8,200円 1,000円

6,000円 12,900円 2,700円

作業用 農業用

5,900円 2,400円 6,000円

(2)

＊　その他の税

＊　税目別徴収率

町税 町民税 固定資産税 軽自動車税(種別割）

99.0% 99.1% 98.9% 98.2%

19.0% 16.5% 21.2% 25.2%

96.0% 95.7% 96.0% 94.7%

＊　電子申告サービス利用状況

件数

3,233件

11,502件

326件

0件

755件

91件

480件

16,387件

台数 調定額

329台

給与支払報告書総括表

給与支払報告書

区　　分

6,546千円

220,870千円町たばこ税(税額）

給与所得者異動届等

町民税納入申告書等

法人町民税申告書等

法人等設立・異動届

固定資産税償却資産申告書

合　　計

現年課税分

台　数
上=営業用,下=自家用

税額（率）
上=営業用,下=自家用

区　分
小型特殊

２輪小型 調定額

滞納繰越分

合　　計

手続名

軽自動車

　環境性能割

台　数 58台 142台 445台
111,706千円

税額（率）

区　分

 



＊　戸籍届出件数

計 本籍人 非本籍人

305 198 111 87 107

3 0 0 0 3

2 1 1 0 1

23 14 12 2 9

10 7 6 1 3

0 0 0 0 0

312 90 64 26 222

74 41 38 3 33

39 24 22 2 15

2 2 2 0 0

452 363 251 112 89

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

1 1 1 0 0

53 24 24 0 29

3 2 2 0 1

3 2 2 0 1

1 1 1 0 0

1 1 1 0 0

1 1 0 1 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

160 100 100 0 60

17 16 16 0 1

1 1 0 1 0

9 7 7 0 2

0 0 0 0 0

1,472 896 661 235 576

＊　戸籍処理件数

区 分 戸籍届出 新戸籍編成 除籍 計 謄抄本発行件数

４月 117 14 13 144 520

５月 143 22 15 180 870

６月 113 20 10 143 863

７月 113 18 14 145 679

８月 129 20 17 166 609

９月 120 19 17 156 688

10月 117 16 22 155 769

11月 110 21 17 148 904

12月 115 15 18 148 715

１月 138 19 21 178 794

２月 97 13 13 123 732

３月 160 28 24 212 1,066

計 1,472 225 201 1,898 9,209

法７７条の２

親権・後見

死　亡

失　踪

復　氏

姻族関係終了

入　籍

分　籍

帰　化

その他

区分計

国籍喪失

国籍選択

国籍取得

名の変更

転　籍

法７３条の２

不受理の申し出

養子縁組

養子離縁

氏の変更

国籍留保

区　分
他市町村
から送付

総　数
届　　出

追　完

認　知

婚　姻

離　婚

訂正・更正

出　生

 



＊　マイナンバーカード申請・交付状況

区 分 申請 送付 交付前設定 交付 交付（累計） 交付率

４月 243 246 263 262 16,636 48.92%

５月 161 174 162 217 16,853 49.56%

６月 174 159 187 163 17,016 50.04%

７月 379 284 266 231 17,247 50.72%

８月 850 639 540 453 17,700 52.34%

９月 1,576 1,094 1,140 783 18,483 54.66%

10月 959 1,172 1,211 899 19,382 57.32%

11月 961 907 866 1,126 20,508 60.65%

12月 1,693 1,148 1,050 1,066 21,574 63.80%

１月 932 1,165 1,233 953 22,527 66.62%

２月 2,125 1,188 1,081 1,270 23,797 70.37%

３月 982 1,466 1,473 1,154 24,951 73.79%

計 11,035 9,642 9,472 8,577 - -

 



民生費

区分 金額（円）

委託料 9,000,000

(6,750,000)

委託料 6,083,000

(2,000,000)

職員手当等 451,701

需用費 377,590

役務費 1,289,010

委託料 4,988,500

負担金、補助及び交付金 167,150,000

計 174,256,801

(174,256,801)

役務費 4,360

負担金、補助及び交付金 9,600,000

計 9,604,360

(9,604,360)

扶助費 21,887,628 養護老人ホーム施設措置 11人

(4,404,685)

扶助費 6,370,000 77歳　 ＠10,000円 313人 3,130,000円

88歳　 ＠20,000円 126人 2,520,000円

100歳　 ＠100,000円 5人 500,000円

100歳超　 ＠20,000円 11人 220,000円

事　　　業　　　効　　　果　　　等

　社会福祉協議会に委託し、福祉事務所を設置してい
ない町村における一次的な相談支援として、必要な情
報の提供及び助言、県との連絡調整、自立相談支援事
業（県委託事業）の利用勧奨等その他必要な援助等を
行い、生活困窮者の生活再建や自立を促す役割を担っ
ている。

　相談件数　272件

　社会福祉協議会に委託し、ひきこもり支援に関する
相談窓口の周知やひきこもり状態にある本人やその家
族が安心して過ごせる「居場所づくり」等により、ひ
きこもり状態にある本人の状況に応じた社会参加に向
けた支援を図った。
　また、近隣市町との連携や、他市町からの相談者の
受け入れなどを通じ、特に中・西播磨圏域のひきこも
り支援も担っている。

事　業　名

長寿祝金支給事
業

（計のうち特定財源）

事　業　費

物価高騰対策介
護施設等支援事
業

生活困窮者相談
支援事業

ひきこもりサ
ポート事業

住民税非課税世
帯等臨時特別給
付金事業

老人保護措置事
業

・繰越事業分　50,486,324円
　新型コロナウイルス感染症が長期化する中、様々な
困難に直面した方々に対し、速やかに生活・暮らしの
支援を行う観点から、住民税非課税世帯等に対して、
１世帯あたり10万円を466世帯へ支給した。

・現年事業分　123,770,477円
　電力・ガス・食料品等への価格高騰により家計への
影響が大きい世帯に対して5万円を2,411世帯へ支給し
た。

　コロナ禍において、原油価格や電気・ガス料金を含
む物価が高騰する中で、社会機能の維持に必要不可欠
な役割を担う介護サービス事業所や高齢者施設等に対
し、利用者への安定的なサービス提供に資することを
目的として、町内の介護サービス事業所や高齢者施設
等に対し、サービス種別や定員に応じ、支援金を交
付。

・交付先：27法人、54事業所
  【訪問系】  定額     28事業所  2,800,000円
  【通所系】　定員割　 11事業所　2,000,000円
  【複合系】  定額      2事業所    400,000円
  【入所系】　定員割　  8事業所  2,600,000円
　【その他】　定員割　  5事業所　1,800,000円

【コロナ交付金充当事業】



区分 金額（円）

事　　　業　　　効　　　果　　　等事　業　名 （計のうち特定財源）

事　業　費

扶助費 6,716,500 【高齢者】

交付世帯 699世帯

年間交付枚数 20,047枚

利用枚数 13,433枚

利用率 67.0%

扶助費 862,000 【障害者】

交付世帯 57世帯

年間交付枚数 2,660枚

利用枚数 1,724枚

利用率 64.8%

扶助費 1,919,809 入　院 37件 692,157円

(959,904) 入院外 347件 771,437円

歯　科 73件 102,848円

調　剤 214件 157,467円

訪問看護 0件 0円

柔　整 0件 0円

その他(補装具等) 0件 0円

高額医療費 8件 195,900円

公費併用（町単独分） 0件 0円

679件 1,919,809円

役務費 3,567

負担金、補助及び交付金 5,100,000

計 5,103,567

(5,103,567)

扶助費 6,507,212 義　肢 交付   2件 1,190,174円

(4,880,409) 修理   3件 426,672円

装　具 交付  12件 795,426円

修理   5件 35,757円

車いす（電動含む） 交付   5件 1,491,427円

修理  16件 306,708円

補聴器 交付   6件 317,095円

修理   8件 183,071円

座位保持装置 交付   1件 229,320円

修理   0件 0円

その他 交付  11件 1,388,942円

修理   2件 142,620円

71件 6,507,212円

やすらぎタク
シー運賃助成事
業（高齢者・障
害者）

身体障害者(児)
補装具給付事業

高齢期移行者医
療費助成事業

合　　計

物価高騰対策障
害施設等支援事
業

　コロナ禍により燃料費・ガス等のエネルギーが高騰
の中、障害者施設等に対し安定的な運営ができるよう
に定額補助を行った。補助金額は、施設区分（訪問・
通所・入所等）、定員等に応じて段階的に設定。

・交付先：21法人39事業所
　【訪問】定額　　12事業所　1,200,000円
　【通所】定員割　20事業所　2,300,000円
　【入所】定員割　 7事業所  1,600,000円

【コロナ交付金充当事業】

合　　計



区分 金額（円）

事　　　業　　　効　　　果　　　等事　業　名 （計のうち特定財源）

事　業　費

負担金、補助及び交付金 5,753,860 グループホーム等利用者家賃助成金

(2,876,000) 505人 5,753,860円

扶助費 843,486,932 1,196人 11,439,843円

(632,615,199) 40人 110,121円

788人 11,641,607円

介護給付費

　居宅介護 557人 53,916,816円

　重度訪問介護 5人 894,780円

　行動援護 34人 3,009,920円

　同行援護 36人 1,009,918円

　療養介護 60人 17,305,290円

　生活介護 1,491人 340,959,009円

　短期入所 92人 3,626,251円

　施設入所支援 742人 94,103,247円

訓練等給付費

3人 243,410円

　自立訓練:機能 11人 1,776,486円

　自立訓練:生活 0人 0円

　就労移行支援 105人 22,078,546円

195人 28,492,128円

902人 109,714,740円

558人 85,847,111円

20人 483,813円

地域生活支援事業給付費

　移動支援 310人 6,981,172円

　日中一時支援 616人 16,279,255円

176人 3,000,000円

　日常生活用具 702人 6,929,093円

176人 12,092,000円

高額地域生活支援事業給付費

137人 494,619円

自立支援医療給付費

151人 6,429,753円

59人 4,622,004円

軽・中度難聴児補聴器購入費等助成金

1人 6,000円

9,163人 843,486,932円

  (更生・育成医療分)

  (療養介護医療分)

合　　計

　就労定着支援

高額障害福祉サービス費

計画相談支援費

　自立訓練:宿泊

　就労継続支援Ａ型

　就労継続支援Ｂ型

　共同生活援助（GH)

特定障害者特別給付費

障害者自立支援
事業

　地域センター(機能強化)

地域活動支援センター基礎的事業給付費



区分 金額（円）

事　　　業　　　効　　　果　　　等事　業　名 （計のうち特定財源）

事　業　費

扶助費 38,377,439 入　院 137件 6,896,657円

(18,953,234) 入院外 3,213件 15,646,843円

うち重度心身扶助費 歯　科 797件 2,844,482円

38,071,212 調　剤 2,480件 11,508,777円

うち重度精神扶助費 訪問看護 41件 820,841円

306,227 柔　整 79件 136,733円

その他（補装具等） 3件 52,136円

公費併用（町単独分） 30件 470,970円

6,780件 38,377,439円

扶助費 22,000,428 入　院 359件 11,181,902円

(8,187,689) 入院外 2,111件 5,967,108円

うち高齢重度心身扶助費 歯　科 486件 745,528円

21,751,791 調　剤 1,880件 3,495,960円

うち高齢重度精神扶助費 訪問看護 16件 119,395円

248,637 柔　整 57件 55,223円

その他（補装具等） 59件 229,850円

公費併用（町単独分） 52件 205,462円

5,020件 22,000,428円

工事請負費 28,050,000 28,050,000円

(28,050,000)

28,050,000円

需用費 397,537

役務費 77,996

委託料 1,362,000

負担金、補助及び交付金 17,850,000

償還金、利子及び割引料 18,541,000

計 38,228,533

(38,228,533)

合　　計

重度障害者医療
費助成事業

　西館空調設備改修事業

【コロナ交付金充当事業】

合　　計

　感染症拡大防止を目的とした施設内の換気対策とし
て、空調機器の一部を更新。室内機34台、室外機5台
（9部屋分、玄関等含む）

高齢重度障害者
医療費助成事業

空調設備設置工事

合　　計

子育て世帯生活
支援特別給付金
事業

 コロナ感染症による影響が長期化する中、食費等の支
出の増加の影響を勘案し、生活の支援を行う観点から
住民税非課税世帯又は非課税相当世帯の18歳未満の児
童（障害がある場合20歳未満）一人当たり5万円を給付
した。

　振込件数　　188件
　対象児童数　357人

保健福祉会館換
気促進事業



区分 金額（円）

事　　　業　　　効　　　果　　　等事　業　名 （計のうち特定財源）

事　業　費

役務費 616

負担金、補助及び交付金 5,800,000

(5,800,616)

負担金、補助及び交付金 3,348,000

(3,348,000)

扶助費 5,336,832 入　院 5件 409,856円

(2,127,932) 入院外 1,162件 2,585,643円

歯　科 295件 1,115,700円

調　剤 683件 1,116,699円

訪問看護 0件 0円

柔　整 85件 91,934円

その他（補装具等） 件 0円

10件 17,000円

2,240件 5,336,832円

役務費 5,794

負担金、補助及び交付金 2,400,000

計 2,405,794

(2,405,794)

扶助費 581,075,000 3歳未満

(486,738,666) (被用者) ＠15,000 6,430件 96,450,000円

(非被用者) ＠15,000 1,037件 15,555,000円

3歳以上小学校修了前（被用者）

＠10,000 22,782件 227,820,000円

＠15,000 3,617件 54,255,000円

3歳以上小学校修了前（非被用者）

＠10,000 4,222件 42,220,000円

＠15,000 974件 14,610,000円

中学生 ＠10,000 12,097件 120,970,000円

特例給付 ＠5,000 1,839件 9,195,000円

52,998件 581,075,000円

公費併用（町単独分）

母子家庭等医療
費助成事業

児童手当支給事
業

子育て世帯臨時
特別給付金事業

合　　計

　「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」として
子育て世帯を支援する観点から、児童を養育している
者の年収が960万円以上の世帯を除き、0歳から高校3年
生までの児童一人当たり10万円を給付した。

　振込件数　　24件
　対象児童数　24人

合　　計

物価高騰対策保
育施設等支援事
業（町事業分）

　燃料費・ガス等のエネルギーが高騰している中、保
育施設等に対し安定的な運営ができるように、定額補
助を行った。

【コロナ交付金充当事業】

　物価高騰等の影響を受けている保育施設等に対し
て、光熱水費や食糧費等の価格上昇分の一部を支援す
ることで、保育施設等の継続的・安定的なサービス提
供を図った。令和4年10月1日現在の認可（届出）定員
による定額補助。（県補助事業）

・支給施設数　16施設（町・県事業分も同じ）
　【内訳】認定こども園　  　6施設
　　　　　認可外保育施設　　8施設
　　　　　放課後児童クラブ　2施設

保育施設等への
一時支援金給付
事業（県事業
分）



区分 金額（円）

事　　　業　　　効　　　果　　　等事　業　名 （計のうち特定財源）

事　業　費

扶助費 181,792,624 3,164件 118,109,033円

(136,344,467) 791件 49,844,163円

111件 3,469,317円

562件 8,797,482円

129件 427,523円

12件 1,145,106円

4,769件 181,792,624円

扶助費 73,880,035 入　院 159件 8,265,632円

(18,004,964) （内、町単独分 1,056,522円)

入院外 20,280件 40,448,627円

（内、町単独分 20,723,379円)

歯　科 4,784件 11,139,046円

（内、町単独分 5,211,673円)

調　剤 14,168件 13,248,660円

（内、町単独分 10,381,649円)

訪問看護 13件 187,444円

（内、町単独分 151,862円)

柔　整 90件 138,384円

（内、町単独分 102,444円)

その他（補装具等） 22件 219,482円

（内、町単独分 7,929円)

14件 232,760円

町単独合計 (37,868,218円)

39,530件 73,880,035円

扶助費 2,930,353 42件 2,920,513円

(864,135) （内、町単独分 2,056,378円)

公費併用（町単独分） 1件 9,840円

町単独合計 (2,066,218円)

43件 2,930,353円

乳幼児等医療費
助成事業

入　院（医科・歯科）

公費併用（町単独分）

合　　計

放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ給付費障害児通所支援
事業

こども医療費助
成事業（入院）

合　　計

合　　計

居宅訪問型児童発達支援給付費

児童発達支援給付費

保育所等訪問支援費

高額障害児通所給付費

計画相談支援費



区分 金額（円）

事　　　業　　　効　　　果　　　等事　業　名 （計のうち特定財源）

事　業　費

扶助費 54,133,428 医　科 11,998件 28,981,202円

(7,591,473) （内、町単独分 20,699,980円)

歯　科 3,877件 11,087,750円

（内、町単独分 7,943,929円)

調　剤 7,373件 12,474,654円

（内、町単独分 9,089,296円)

訪問看護 0件 0円

（内、町単独分 0円)

柔　整 827件 1,160,957円

（内、町単独分 851,553円)

その他（補装具等） 17件 225,795円

（内、町単独分 162,654円)

公費併用（町単独分） 20件 203,070円

町単独合計 (38,950,482円)

24,112件 54,133,428円

報酬 6,662,149

給料 4,707,000

職員手当等 3,966,305

共済費 9,642

報償費 388,500

旅費 126,280

需用費 1,438,068

役務費 131,467

委託料 2,755,415

工事請負費 1,760,000

計 21,944,826

(7,902,000)

　令和3年4月から地域子育て支援拠点施設として、太
子町子育て支援センター「ひまはぴ」が開園した。グ
ループ活動や各種イベントを通じて子育て親子の交流
事業や相談事業の充実を図り、地域の子育て情報の提
供、子育て等に関する相談、援助を実施した。コロナ
禍の下、人数制限や複数回に分けるなど感染症対策を
行いながらの事業実施となった。

・子育て支援事業
　親としての自覚を育て、自信を持って楽しく子育て
ができるよう、さまざまな活動や機会を提供。自主グ
ループ活動育成、子育て相談、学習会・講座、クリス
マス会などの行事を開催した。また、自然観察会やリ
トミック教室など体験学習施設を活用した事業や陶芸
体験教室や食育講座など文化協会サークルやいずみ会
などの地域団体との共同で行う事業を行った。

・相談支援事業
　心理士による保護者を対象とした発達相談事業や放
課後児童支援員等を対象としたペアレントトレーニン
グ研修を実施した。

【コロナ交付金充当事業(一部)】

こども医療費助
成事業（通院）

子育て支援施設
運営事業

合　　計



区分 金額（円）

事　　　業　　　効　　　果　　　等事　業　名 （計のうち特定財源）

事　業　費

役務費 8,360

委託料 8,170,000

負担金、補助及び交付金 1,567,000

計 9,745,360

(704,500)

報酬 53,221,256

給料 1,510,956

職員手当等 9,938,047

共済費 44,208

旅費 768,140

需用費 3,206,339

役務費 1,015,219

委託料 13,663,172

使用料及び賃借料 2,278,859

備品購入費 229,320

負担金、補助及び交付金 16,243,000

計 102,118,516

(73,820,820)

役務費 38,000

工事請負費 79,517,053

計 79,555,053

(63,910,000)

太田学童保育園
施設整備事業

　保育室不足に対応するため、太田幼稚園北園舎を解
体し、2階建ての太田学童保育園プレハブ保育室2部
屋、男女別トイレ、手洗い場、倉庫を設置。
　
　工期：令和4年6月17日～令和5年1月31日
　保育室：82.35㎡、2部屋

  授業終了後、家庭で保育を受けることが出来ない小
学校1～6年生を保育し、友人との遊びや運動を通じて
児童の健全育成を図った。

・放課後児童支援員派遣委託
　支援員不足に対応するため、人材派遣会社に有資格
者の派遣を委託。

・太田学童保育園運営委託
　支援員不足に対応するため、1支援をR3.4.1～
R5.3.31の2年間民間（NPO法人ワーカーズコープ）委
託。

【コロナ交付金充当事業(一部)】

放課後児童健全
育成事業

地域(広域)療育
等支援事業

・地域療育
【個別療育事業】
　幼児から小学校卒業までの子どもとその保護者を対
象とし、心身に障害及びその疑い（心身の発達・発育
上何らかの心配）のある児童の自立と地域社会への参
加を促進するため、作業療法、心理（発達検査）、音
楽療法、言語療法を通じて必要な相談や助言を行っ
た。

【巡回支援専門員整備事業】
　発達障害等に関する知識を有する専門員が学校・幼
稚園・保育所等への巡回支援を実施し、職員や障害児
の保護者に対し、障害の早期発見・早期対応のための
助言等の支援を行った。

・広域療育
　相生市・たつの市・赤穂市・宍粟市・太子町・上郡
町・佐用町の西播磨4市3町による共同事業。医師、心
理士による評価、指導、相談を実施するとともに作
業、言語についても療法士による訓練を実施した。
　西播磨児童デイサービス事業負担金　1,567,000円



＊　各施設の利用状況

施設名

子育て支援センター

＊　国民年金

(1) 被保険者適用 （単位：人）

第１号加入者

適用者 法定 申請・学生 合計

3,479 39 2,459 5,977 286 1,355 1,641

(2) 拠出制年金給付 （単位：人）

区　分 老　齢 障害基礎 遺族基礎 寡　婦 合　計

受給権者数 8,851 120 16 5 8,992

裁定件数 66 6 3 0 75

(3) 福祉年金給付 （単位：人）

区　分 老　齢 障害基礎 遺族基礎 合　計

受給権者数 0 262 0 262

受給者数 0 256 0 256

＊　身体障害者(児)手帳の交付状況
（単位：人）

障害区分 視覚 聴覚 言語 肢体 内部 合計

交付対象者 54 83 13 544 339 1,033

（単位：人）

合計＼区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

1,033 347 147 160 255 73 51

＊　生活保護

保護世帯数

126世帯

合計
保険料免除

（R5.3.31現在）

＊　身体障害者(児)手帳保持者〔障害程度別〕 （R5.3.31現在）

任意加入
第３号
加入者

年間利用人員

10,053人

(R5.3.31現在）

143人

（R5.3.31現在）

保護人員



衛生費

区分 金額（円）

委託料 9,018,900 太田水管橋更新工事基本設計業務委託 9,018,900円

工事請負費 37,140,400 水道工事跡舗装本復旧工事 37,140,400円

計 46,159,300

委託料 16,346,000 導水機能整備工事施工監理業務委託 5,852,000円

工事請負費 100,000,000 吉福西遺跡発掘調査委託 9,350,000円

計 116,346,000 吉福西遺跡航空写真測量業務委託 1,144,000円

(7,000,000) 導水機能整備事業（電気棟新設、機械装置新設工事）

100,000,000円

報酬 11,566,280

職員手当等 2,370,859

共済費 2,178,900

旅費 127,000

需用費 2,467,110

役務費 6,227,690

委託料 98,771,985

使用料及び賃借料 2,294,346

備品購入費 840,180

償還金、利子及び割引料 6,399,655

計 133,244,005

(126,844,350)

需用費 139,260

委託料 1,485,000

計 1,624,260

地域保健推進計
画・食育推進計
画改定事業

　地域保健推進計画（第2次）・食育推進計画の期間が
令和4年度で終了したため、令和5年3月に地域保健推進
計画（第3次）食育推進計画（第2次）を策定した。

水道老朽管更新
事業（水道事業
会計）

　（工期）R4.12.26～R5.3.31

　（工事内容）舗装工　A=5,504.0㎡、擁壁工　L=62.25m

　（工期）R3.1.28～R5.12.25

　（工事内容）

水道基幹施設更
新事業（水道事
業会計）

　　土木工事：仮設管工事、仮設管撤去工事

　　建築工事：基礎・鉄筋工事、コンクリート工事、内外装工事

　　機械設備工事：導水ポンプ、圧力タンク製作

新型コロナワク
チン接種事業

　　電気設備工事：仮設電気設置、自家発製作

　コロナ感染症のワクチン接種について、市町村が予
防接種の実施主体となることから、早期に開始できる
よう、必要な体制を整備した。
　体制整備の主な内容は、コールセンター運営、接種
券作成・発送、健康管理システム改修、予診票用紙等
消耗品購入、ワクチン管理・配送、会計年度職員6名雇
用、接種委託料支払業務、予診票管理、接種証明書の
発行など。

・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費
　35,386,533円
・新型コロナウイルスワクチン接種対策費
　91,457,817円

・接種回数　34,846回（R5.3.31現在）
　  12歳以上　初回　89.8％　うち65歳以上　97.1％
　 　　　　 　オミ  48.8％　うち65歳以上　77.7％
　　 5～11歳　初回接種　12.1％
　　　　　　　追加接種　 5.0％
　6ヵ月～4歳　1回以上    3.2％

事　業　費

事　　　業　　　効　　　果　　　等事　業　名 （計のうち特定財源）



区分 金額（円）

事　業　費

事　　　業　　　効　　　果　　　等事　業　名 （計のうち特定財源）

報酬 37,051

旅費 1,235

需用費 112,256

役務費 192,918

委託料 173,700 　クーポン利用率 26.1%

計 517,160 乳がん 31.7%

(249,000)

需用費 26,521

役務費 116,362

委託料 1,866,000

扶助費 115,500

計 2,124,383

需用費 14,960

役務費 6,048

委託料 378,000

扶助費 36,000

計 435,008

扶助費 450,000

(175,000)

11件

報酬 2,092,200

旅費 66,429

需用費 463,080

役務費 150,711

委託料 19,456,406

扶助費 3,736,881

計 25,965,707

(2,349,726)

おたふくかぜ予
防接種助成事業

　接種日において満1歳児を対象におたふくかぜ予防接
種費用の一部（3,000円上限）を助成した。

　接種者数　138人

がん検診推進事
業

妊産婦・乳幼児
保健指導事業

子宮頸がん

　乳・子宮がん検診無料クーポン券を特定の年齢の人
に送付し、受診率の向上を目指す事業。乳は40歳(補助
事業)・42・44歳(町独自事業)、子宮は20歳(補助事
業)・36・38・40歳(町独自事業)。
　年度途中にクーポン対象者及び2年前に乳・子宮がん
検診受診者で未受診者に対し受診勧奨した。

  妊婦健診助成事業では、妊婦健診費用を助成し、安
心・安全な出産を支援した。
　未熟児養育医療費給付事業では、入院が必要な未熟
児に対して、母子保健法第20条の規定に基づき、入院
費のうち、保険適用後の自己負担額及び入院時食事療
養費の自己負担額について、4年度は10人に対し給付し
た。
　特定不妊治療を受ける夫婦の経済的負担の軽減を図
り、安心して子どもを生み育てられる環境づくりを推
進することを目的に治療費の一部を助成した。

・特定不妊治療助成事業
　　助成延件数(実件数）　　24件　(16件）
　　治療後妊娠件数(率）　　 7件　(29.2%)

乳幼児インフル
エンザ予防接種
助成事業

　生後6か月から就学前の乳幼児を対象にインフルエン
ザ予防接種費用の一部（1回あたり1,500円上限・1人2
回まで）を助成した。

　1回目　699人(42.1％)
　2回目　622人(37.4％)

がん患者等支援
事業

　がん患者アピアランスサポート事業

　がん患者における薬物療法、放射線療法による脱毛
や、手術療法による乳房切除など外見変貌を補完する
補正具（医療用ウィッグ等）の購入費用の一部を助成
した。



区分 金額（円）

事　業　費

事　　　業　　　効　　　果　　　等事　業　名 （計のうち特定財源）

報酬 656,000

職員手当等 196,800

旅費 16,800

需用費 214,774

役務費 82,920

委託料 2,030,064

使用料及び賃借料 148,328

負担金、補助及び交付金 24,950,000

計 28,295,686

(27,993,000)

負担金、補助及び交付金 2,554,500 　延べ176団体に、2,554,500円を交付した。

（回収量）新聞 264,830 kg

雑誌 89,090 kg

段ボール 70,410 kg

布類 86,570 kg

合　計 510,900 kg

　※アルミ缶（助成対象外）　 5,181 kg

役務費 35,200

公有財産購入費 67,250,176

計 67,285,376

上太田瓦礫処分
場用地購入事業

　廃棄物処理施設として求められる長期間の安定運
営、また災害時の迅速対応を確保するため、長年借地
であった上太田廃棄物処理施設の一部用地を買収し
た。

　取得面積：6,004.48㎡（施設全体面積：7,286.3㎡）

資源ごみ集団回
収運動助成事業

出産・子育て準
備金事業

　全ての妊婦・子育て世帯が安心して出産・子育てで
きる環境を整えるため、伴走型相談支援及び出産・子
育て応援給付金を一体的に実施するもの。

　給付金　　出産　323人　子育て　176人

【コロナ交付金充当事業（一部）】



＊　予防接種等実施状況

抗体検査 予防接種

受診者数 0 254 506 1,180 219 0 16

受診者数 4,835 200 836 835 579 849 426

抗体検査 予防接種

受診者数 623 140 38 512 1,321 138

＊　疾病予防事業

胃 乳 大腸 肺 前立腺

受診者数 92人 831人 566人 2,067人 2,142人 657人

受診率 - 7.1% 9.1% 17.6% 18.2% 19.2%

子宮（頸） 子宮（体）

受診者数 776人 7人 127人 350人

受診率 - -

＊　健康相談

一般健康相談（まちの保健室）及びこころの健康相談

（単位：人）

〔兵庫県方式による推計対象者数の計算方法〕
　　推計対象数＝人口－（就業者数－農林水産業従事者数）　※直近の国勢調査による

が　ん　検　診
区分

肝炎ウィル
ス検診

ポリオ
（不活化）

二種
混合

四種混合 水痘
子宮頸がん

予防

日本脳炎

高齢者
肺炎球菌

BCG

小児用
肺炎球菌

大人の風しん(助成事業)

区　分 ヒブ

区　分 B型肝炎
風しん追加対策

麻しん・
風しん

10.3%

区分
が　ん　検　診

基本健診

骨粗しょう
症検診

区　分

高齢者
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

ロタウイル
ス

インフルエ
ンザ

助成事業

おたふくか
ぜ助成事業



＊　献血実施状況

実施月日 4月18日 4月28日 12月16日 1月5日 合計

受付数 11人 27人 25人 15人 78人

採血数 10人 24人 24人 9人 67人

＊　畜犬登録及び狂犬病予防接種状況

130頭 予防注射 1,595頭

＊　保健師活動状況（訪問指導別件数）

件数 構成比

14 2.7%

0 0.0%

4 0.8%

218 41.6%

222 42.4%

28 5.3%

30 5.7%

3 0.6%

5 1.0%

524 100.0%

＊　乳幼児健診調査受診状況

区　分

受診者数

受診率

＊　廃棄物処理状況
（単位：t）

種類/月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

普通ごみ 644.50 703.56 638.40 667.95 726.28 658.25

粗大ごみ 68.85 66.82 66.27 62.23 60.39 57.62

資源ごみ 33.98 33.89 34.97 35.51 36.57 36.75

その他 4.78 4.62 6.62 3.08 3.88 5.01

合計 752.11 808.89 746.26 768.77 827.12 757.63

種類/月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

普通ごみ 671.33 653.54 690.25 640.22 530.35 639.20 7,863.83

粗大ごみ 64.38 60.10 74.35 63.54 45.14 65.45 755.14

資源ごみ 32.14 31.29 36.12 33.72 34.62 32.13 411.69

その他 7.27 6.04 2.38 1.44 3.64 10.54 59.30

合計 775.12 750.97 803.10 738.92 613.75 747.32 9,089.96

97.5%

その他

心身障害

妊産婦

乳幼児

未熟児

新生児

合　計

97.8%100.0%

区　分

生活習慣病

その他の母子

210人 224人

１歳６か月児健診 ３歳児健診

新規登録（予防注射を含む）

237人

乳児健診(３～４か月）

精神障害



区分 金額（円）

負担金、補助及び交付金 4,500,000

(4,500,000)

負担金、補助及び交付金 2,376,000

(2,376,000)

負担金、補助及び交付金 11,067,510

(8,300,630)

・農地維持支払交付金（16活動組織）

　農地の法面の草刈、水路の泥上げ等の保全活動の支援

　6,016,100円

・資源向上支払交付金「共同」（13活動組織）

　水路、農道、ため池等の軽微な補修の支援

・資源向上支払交付金「長寿命化」（7活動組織）

　水路、農道の補修・更新工事の支援

　2,177,878円

負担金、補助及び交付金 7,217,726

(7,000,000)

　就農時に49歳以下の新規就農者に対し、就農直後の経
営安定のための資金を交付した。
【対象者に年間150万円(夫婦型：225万円)、最長5年
間】

　対象者は2名であり、令和4年度から夫婦型に変更のた
め、各225万円交付した。

農業次世代人材
投資事業

農業経営スマー
ト化促進事業

　農業経営の多角化・高度化に取り組む１経営体に農業
機械1台の購入を支援した。

【支援内容】
　トラクター60PS　1台
【対象者】
　株式会社榮藤LAB

農林水産業費

事　　　業　　　効　　　果　　　等事　業　名 （計のうち特定財源）

事　業　費

多面的機能支払
交付事業

　農業・農村地域の農地維持活動に係る支援を行うとと
もに、地域資源の適切な農地の保全管理を推進するため
の交付金。農業振興地域が対象。
（交付金の内訳：国費50％、県費25％、町費25％）

　2,873,532円

西脇・広坂地区
ほ場整備事業

　令和3年度から西脇・広坂地区（区域面積：38.6ｈaの
うち太子町域分13ｈa)のほ場整備事業が全4工区4か年に
わたる県営事業として着工した。

【工事概要】
　実施設計　A＝38.6ha
　面積比　　姫路：太子＝66.3%：33.7%
【負担割合】
　国：県：町＝62.5：27.5：10
【負担金】
　事業費 214,175,846円×10％×33.7％＝7,217,726円



区分 金額（円）

事　　　業　　　効　　　果　　　等事　業　名 （計のうち特定財源）

事　業　費

負担金、補助及び交付金 1,795,000

(1,600,000)

負担金、補助及び交付金 8,501,488

(8,100,000)

負担金、補助及び交付金 1,322,350

(1,100,000)

報償費 290,500

委託料 11,330,000

計 11,620,500

(8,248,500)

負担金、補助及び交付金 595,000

(595,000)

岩浦用水路改修
事業

　県営基幹水利施設ストックマネジメント事業の採択を
受け、河川の水流で底が侵食され傾斜した堤外水路を改
修した。

【工事概要】
　堤外水路改修　1箇所
【負担割合】
　国：県：市町：改良区：50：29：14(たつの8.79太子
5.21）：7
【負担金】
　事業費 25,381,002円×5.21％＝1,322,350円

住民参画型森林
整備事業

　森林環境譲与税を活用した森林整備事業として、立岡
山山林整備組合が実施する立岡山の整備を支援した。

【支援内容】間伐及び危険木の除伐等の活動に係る補助
金の交付

　令和4年度は、下記の区域の一筆ごとの土地につい
て、所在・地番・地目及び境界の調査と登記簿に記載さ
れた所有者の表示事項に関する確認、境界の測量及び面
積の測定を行い、地籍の明確化を図った。
  太子苑地図混乱については、解消に向けて官民境界等
先行調査を下記区域にて実施し、道路区域や所有権の調
査を行い、問題点を明らかにした。
　また、地籍調査事業の事務及び維持管理を円滑に遂行
するための地籍調査支援システムの保守を実施した。

【実施区域】
　岩見構下地区　　　　　A＝0.09ｋ㎡（一筆地調査）
  竹広①地区　　　　　　A＝0.06ｋ㎡（一筆地調査）
  竹広②地区　  　　　　A＝0.14ｋ㎡（一筆地調査）
　東南・東出の各一部④　A＝0.03ｋ㎡（官民先行調
査）

地籍調査事業

県営ため池等整
備事業

　防災減災の主旨より、広坂地区の向池がため池改修事
業として新規採択を受け、令和3年度に工事に着手し
た。

【工事概要】
　仮設道路設置・堤体改修 1箇所
【負担割合】
　国：県：町：50：34：16
【負担金】
　事業費 53,134,300円×16％＝8,501,488円

岩見構下地区ほ
場整備事業

　平成29年度から岩見構下地区（区域面積22.2ha）のほ
場整備が県営事業として新規採択を受け、平成30年度に
第1工区の工事完了を皮切りに、令和3年度に最終の第4
工区を完了した。

【工事概要】
　工事(第4工区）A＝4.82ha
【負担割合】
　国：県：町：地元＝50：27.5：10：12.5
【負担金】
　事業費 17,950,000円×10％＝1,795,000円



＊　水田作付面積

(1) 作物別転作面積

大　豆 地力増進 花　木 野　菜 保全管理 かい廃

4,000枚 1,264.9a 4,044.5a 868.5a 4,392.9a 14,793.4a 92.7a

(2) 水稲作付率等調べ

40,725.5a 44.4%

18,026.3a 100.3%

18,087.3a

＊　水稲

(1) 作付面積 (2) 米の出荷実績（単位：30㎏袋）

505戸 出荷実績

1,606枚 1,769袋

18,087.3a 16袋

＊　麦作

面　積 筆　数 作付農家戸数

1,266.7a 61筆 5戸

区分 金額（円）

需用費 130,922

役務費 7,226,685

委託料 1,117,105

負担金、補助及び交付金 261,922,000

計 270,396,712

(243,829,180)

需用費 23,859

役務費 198,455

負担金、補助及び交付金 56,800,000

計 57,022,314

(53,273,457)

種類別作付面積等

小　麦

中小企業事業復
活支援金事業

　エネルギー・原材料費高騰の影響を強く受けた中小企
業の事業回復や継続を支援するため、支援金を交付し
た。

・対 象 者：町内に所在し、事業を継続している中小企
業法に基づく法人（令和4年11月1日時点）
・交付金額：従業員50人を超える法人:20万円、従業員50
人以下の法人：12万円
・交付実績：下記のとおり
　従業員50人を超える法人:11件
　従業員50人以下の法人：455件　合計：466件

【コロナ交付金充当事業（一部）】

　新型コロナ感染症の影響により落ち込んだ地域経済を
活性化させ、事業者や家計を支援するため、町内の事業
所での消費を促進させる商品券事業を行った。

・負担金・補助及び交付金内訳
　太子町お店応援商品券：131,388,000円
　太子町お店応援商品券（第2弾）：130,534,000円

【コロナ交付金充当事業（一部）】

事　業　名

事　業　費

商工費

うるち米

種　別作付農家戸数

水田枚数

作付面積 もち米

実施水田
枚数

作　物　別　作　付　面　積

水稲作付実施面積　Ｃ

水田面積　Ａ

水稲作付目標面積　Ｂ

作付率(％) Ｃ/Ａ

作付達成率(％) Ｃ/Ｂ

太子町お店応援
商品券・太子町
お店応援商品券
（第2弾）事業

事　　　業　　　効　　　果　　　等（計のうち特定財源）



区分 金額（円）

負担金、補助及び交付金 403,811

負担金、補助及び交付金 4,340,340

報酬 1,564,351

職員手当等 302,998

報償費 40,000

旅費 116,580

需用費 460,624

負担金、補助及び交付金 176,839

計 2,661,392

(1,512,000)

　助成件数　 　　 31件　  　     　　　　　

　助成金額　 403,811円　

消費者行政事業 　地方消費者行政推進交付金を活用し、消費者トラブル
の未然防止に取り組んだ。
　消費生活相談は、相談日を毎週月・水・金曜日とし、
消費生活相談員による窓口対応を実施した。
　町内の小学校を対象としたインターネットトラブルに
関するSNS講演会をコロナ感染症対策を行いながら開催し
た。また、年々増加する消費者トラブルの未然防止のた
め、消費者ホットライン188の番号記載リーフレットを作
成し、成人式及び小・中・高等学校で配布した。さら
に、出前講座などの啓発活動で使用するパンフレット・
物品を購入した。

あすかふるさと
まつり開催事業

　令和元年度以来、３年振りの集客型のまつり開催とな
り、令和４年度より会場を太子町総合公園へ移し、実施
した。有志の町民主体で構成された実行委員会におい
て、まつりの企画・内容を検討・決定し、準備を進め
た。まつり開催当日は、町職員の協力もあり、大きな事
故やトラブル等もなく、町内外問わず、多くの方が来場
され、町のPR及び交流人口の増加といった成果が得られ
た。

中小企業対策利
子補給金

事　業　名

事　業　費

事　　　業　　　効　　　果　　　等（計のうち特定財源）



土木費

区分 金額（円）

負担金、補助及び交付金 1,400,000 急傾斜地崩壊対策工事（丹生山） 1,400,000円

(1,400,000) 　現地測量調査

委託料 56,945,822 町道維持補修清掃作業委託 4,128,577円

(36,650,000) 中道跨線橋修繕設計業務委託 27,500,000円

　測量調査・コンクリート・鋼部材詳細調査

橋りょう調査設計業務委託 25,317,245円

　長金陸橋の定期点検業務

委託料 26,546,000 林田川堤防線外除草作業委託 2,500,000円

工事請負費 91,674,000 　林田川占用箇所除草　

計 118,220,000 　A=17,400㎡

(31,548,200) 　街路除草 A=9,330㎡（3,110㎡×3回）

（沖代線、林田川線、立岡山線、丸山線、斑鳩寺線

　原勝原線、揖保線、下構竹広線、蓮常寺学校線

　竹広福地線、県道門前鵤線（庁舎前））

道路清掃作業委託 5,342,700円

　路面清掃工　L＝107km　

　集水桝清掃工　N＝556個

道路植栽管理業務委託 6,569,200円

　剪定　高木 Ｎ=194本・中木 A=176㎡

　剪定　低木 A=209㎡　伐根 Ｎ=22本

大津茂川左岸堤防線外除草委託 7,873,800円

　法面除草　A=27,300㎡

発注者支援業務委託 4,260,300円

　積算支援業務・工事監理支援業務

沖代線舗装工事 41,592,100円

　舗装打替え工　A=2,440㎡　区画線工　L＝1,230ｍ

跨線橋下フェンス設置工事 13,233,000円

　ネットフェンス設置　L＝382ｍ　門扉Ｎ＝13基

沖代線舗装修繕工事（その2） 32,410,400円

　舗装打替え工　A=2,340㎡　区画線工　L＝1,268ｍ

太子苑中学校線側溝修繕工事 4,438,500円

　JIS側溝工　L＝38ｍ　L型街渠　L＝12ｍ

事　業　名 事　　　業　　　効　　　果　　　等

事　業　費

（計のうち特定財源）

橋粱長寿命化修
繕事業

急傾斜地崩壊対
策事業

道路維持事業



区分 金額（円）

事　業　名 事　　　業　　　効　　　果　　　等

事　業　費

（計のうち特定財源）

委託料 2,267,430 網干線道路改良に伴う瓦礫処理業務委託 2,267,430円

工事請負費 25,388,800 網干線外道路整備工事費 25,388,800円

補償、補填及び賠償金 2,387,760

計 30,043,990

(18,668,000)

物件補償費（糸井南糸井線） 2,387,760円

　電柱移転補償（関電柱・NTT電柱）

委託料 276,453 啓発チラシ印刷・一括送付業務委託 176,453円

空き家対策支援事業委託 100,000円

委託料 6,578,000 土地利用実現化検討業務委託 6,578,000円

委託料 2,632,300 資材単価特別調査業務委託 267,300円

工事請負費 105,542,400 下水道工事に伴う工事発注支援業務委託 2,365,000円

計 108,174,700 公共ます設置工事　55件 27,653,900円

(100,575,000)

5,280,000円

太田・原地内マンホールポンプ更新工事 4,950,000円

48,658,500円

県道太子御津線下水道管布設工事 19,000,000円

　（工事内容）公共ますφ200、取付管、舗装本復旧

　路盤安定処理工 A=446㎡

　自由勾配側溝 L=137m　小型擁壁工 L=66m　坂路工 N=2箇所

　舗装止工 L=41m   縁石一体側溝工 L=57m　集水桝工 N=1箇

網干線外道路整
備事業（国庫補
助事業）

下水道整備・維
持管理事業（下
水道事業会計）

　空き家の予防や適正に管理する啓発チラシを固定資
産税納付書に同封し、広く住宅所有者に対する啓発活
動を実施した。

　近年、町内で急増する空き家の対策の一環として、
NPO法人兵庫空き家相談センターに委託し、空き家の対
処方法や、空き家予備軍に対する心構えについてセミ
ナーを開催した。（石海地区・龍田地区）

空き家活用支援
事業

　少子高齢化の進展を踏まえ活力ある社会を維持して
いくとともに、雇用の創出による人口流出の抑制や地
域経済の活性化に向けて、土地利用基本計画の方針図
に位置付けられた区域について土地利用の実現化に向
けて検討を行った。
・各エリアの地区現状の整理・優先整備エリアの設定
・企業ヒアリングによる簡易マーケティング調査
・実現化方策の検討・事業課に向けた課題の整理

土地利用実現化
方策検討事業

太田№2マンホールポンプ場機器更新工事

　（工事内容）マンホールポンプ2基、水位計1基

国道179号バイパス下水道管布設工事

　（工期）R4.5.27～R4.10.31

　（工事内容）VUφ200、L=528.9m、人孔26箇所

　（工期）R4.2.8～R4.6.30

　（工事内容）マンホールポンプ4基

　（工期）R4.7.1～R4.10.31

　（工事内容）前払金

　（工期）R4.9.1～R5.6.30



区分 金額（円）

事　業　名 事　　　業　　　効　　　果　　　等

事　業　費

（計のうち特定財源）

負担金、補助及び交付金 333,921,046 揖保川流域下水道建設負担金 26,959,035円

(26,800,000) 　　　・一般分 24,465,368円

　　　・前処理場分 2,493,667円

兵庫西流域下水汚泥処理委託事業負担金(償還金)

　 1,497,518円

　　　・一般分 1,317,816円

　　　・前処理場分 179,702円

兵庫西流域下水汚泥処理委託事業負担金(前年度以前)

　 4,599,799円

　　　・一般分 4,047,823円

　　　・前処理場分 551,976円

兵庫西流域下水汚泥処理委託事業負担金(現年度)

　 23,152円

　　　・一般分 20,374円

　　　・前処理場分 2,778円

揖保川流域下水道事業維持管理負担金 298,265,542円

　　　・一般分 294,672,542円

　　　・前処理場分 3,593,000円

兵庫西流域下水汚泥処理委託事業負担金(汚泥焼却)

　 2,576,000円

　　　・前処理場分 2,576,000円

委託料 8,466,700 雨水1.4号幹線工損調査業務委託料 733,700円

工事請負費 43,339,822 雨水1.4号幹線整備工事に伴う工事監理業務委託

補償費 3,917,102 7,733,000円

計 55,723,624 雨水1.4号幹線整備工事 43,339,822円

(53,342,500)

雨水1.4号幹線整備に伴う水道管補償 662,750円

雨水1.4号幹線整備工事に伴う架空線移設補償

3,254,352円

雨水幹線整備事
業（下水道事業
会計）

流域下水道事業
（下水道事業会
計）

　（工期）R3.6.28～R5.3.31

　（工事内容）ボックスカルバート製作71個、鋼矢板製作40個



区分 金額（円）

事　業　名 事　　　業　　　効　　　果　　　等

事　業　費

（計のうち特定財源）

委託料 6,220,000 投資財政計画策定支援業務 6,220,000円

委託料 4,100,000 体験学習施設利活用支援業務委託 3,260,000円

体験学習施設清掃管理業務委託 840,000円

　体験学習施設清掃管理業務（トイレ・部屋等）

委託料 993,300 総合公園実施設計修正業務委託 993,300円

　整備面積A＝3,000㎡道路設計

委託料 15,413,200 旧環境センター廃材等処分業務委託料 6,723,200円

工事請負費 184,800,000 　樹木撤去・腐葉土処理

計 200,213,200 8,690,000円

(174,100,000) 　解体・撤去工事に係る監理業務

旧環境センタ－解体・撤去工事 184,800,000円

　旧環境センタ－は稼働を停止してから24年が経過
し、施設の老朽化が著しく倒壊の危険性もあり解体・
撤去を実施した。施設の解体にあたり事前分析の結
果、施設内の焼却炉設備からダイオキシン類が検出さ
れており、解体工事によりダイオキシンが拡散しない
よう対策を講じるとともに、工事前、工事中、工事後
と検査を実施し、環境基準を遵守した上で解体工事を
完遂した。

旧環境センター解体・撤去工事監理業務委託

【下水道使用料の改定案の作成】
　・汚水処理原価の算定
　・現行使用料体系による収入予測
　・ケース別平均使用料単価と改定率の算出
　・ケース別収支予測

体験学習施設運
営事業

　地域コミュニティの交流拠点として健康づくり、憩
いの場となるスペースで活動する団体を取りまとめる
業務と併せて、イベント等の情報発信を行い、利用者
が楽しく過ごせる環境の創出を行った。

旧環境センター
解体事業

総合公園整備事
業

下水道経営基盤
強化事業



＊　都市計画行政

(1) 　都市計画基礎調査

　　農地転用状況調査、建物現況調査(滅失等調査）

(2) 　土地利用適正化対策

　　国土利用計画法による届出 7件

(3) 　都市計画審議会の開催 0回

＊　建築確認申請受理件数 172件

＊　開発行為関係事務

条項 申請件数

29条 4件

32条 4件

43条 18件

53条 0件

42条 7件

48条 0件

88条 0件

60条 15件

区分 金額（円）

工事請負費 480,700

負担金、補助及び交付金 392,026,891

計 392,507,591

役務費 4,600

工事請負費 1,903,000

計 1,907,600

(1,900,000)

需用費 3,573,033

備品購入費 611,820

計 4,184,853

(4,184,853)

防災備蓄品購入
事業

　災害備蓄品の不足数を補充するため、アルファ米や備
蓄用タオル、紙おむつ等の購入を進め、南海トラフ巨大
地震や山崎断層帯地震、想定最大規模の降雨に備えた。
　また、マンホール対応型仮設トイレを購入し、災害時
の仮設トイレの不足に対応した。

事　　　業　　　効　　　果　　　等

常備消防広域化
事業

　消防広域化により初動体制の強化、指揮命令系統の統
一による効果的な部隊運用が可能となり、より確実に住
民の生命・財産を守っている。
　太子消防署において雨天直後等でも訓練塔における安
全な梯子登はん訓練が可能となるように助走路の舗装を
実施した。

防災倉庫整備事
業

　龍田小学校に防災備蓄倉庫を整備し、避難所開設用物
資を当該倉庫へ格納することで、災害時の迅速な避難所
立ち上げ及び発災初期の独立した避難所の運営を可能と
した。

【手数料】防災備蓄倉庫整備に係る開発不要証明申請手
数料4,600円
【龍田小学校防災備蓄倉庫工事請負費】1,903,000円

開発行為の内容

開発許可

開発事前協議

法　規

都市計画法

建築基準法

（計のうち特定財源）事　業　名

事業費

都計法施行規則

消防費

道路位置指定

公聴会開催伺

工作物・昇降機の確認

建築許可

開発許可不要証明

都市計画道路計画区域内の建築承認



＊　消防行事（本部主催分：令和4年4月～令和5年3月）

年月日 行　　事　　名 場　所 内　　　　　容

4月7日 第1回役員会 役場 第1回分団長会

4月14日 第1回分団長会 役場 事業計画等

4月17日 新入団員・新分団長研修 太子消防署 礼式・資機材等操作訓練

5月22日 操法合同練習 多目的ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 操法大会出場隊による合同練習

6月9日 操法役割説明会 役場 操法大会運営での役割説明

6月25日 操法前日準備 多目的ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 操法大会の前日準備

6月26日 操法大会 多目的ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 操法大会

9月11日 普通救命講習 役場 心肺蘇生法等

9月19日 水防出動 町内 台風14号対応

9月29日 火災出動 王子 建物火災

10月2日 火災出動 川島 農業倉庫火災

10月13日 第2回役員会 役場 消防団報酬改定

10月23日 防災訓練 斑鳩校区 消火栓訓練、水防工法、防災講演会

11月6日 ひょうご消防のつどい 川西市 表彰、防災講演会

11月10日 第3回役員会 役場 第2回分団長会

11月9日～15日 秋の全国火災予防運動 町内 予防啓発

11月13日 車両パレード 町内 団員による火災予防啓発

11月15日 防火パレード 斑鳩寺～文化会館 消防署、幼年消防、消防団による火災予防啓発

11月17日 第2回分団長会 役場 年末特別警戒・出初式　ほか

11月27日 訓練礼式 町民ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 礼式の訓練

12月11日 チェンソー取扱訓練 多目的ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ チェンソーの基本的操作訓練

12月27日～31日 年末特別警戒 町内 火災予防警戒

12月29日 年末特別警戒激励会 役場 激励、警戒物資支給

1月7日 消防出初式前日準備 陸上競技場 前日準備

1月8日 消防出初式 陸上競技場 表彰、ｱﾄﾗｸｼｮﾝ

1月9日 他市町出初式 赤穂市 赤穂市出初式

1月16日 文化財防火訓練事前説明会 消防署 訓練説明

1月21日 西播磨地域のつどい 宍粟市 防災講演会

1月22日 文化財防火訓練 斑鳩寺 署・団・自治会合同消火訓練

1月22日 火災出動 東南 誤報

2月9日 第4回役員会 役場 第3回分団長会

2月16日 第3回分団長会 役場 活動報告　ほか

2月27日 林野火災訓練事前説明会 消防署 訓練説明

3月1日～7日 春の全国火災予防運動 町内 予防啓発

3月5日 林野火災訓練 白毛山 消火訓練



教育費

区分 金額（円）

報酬 6,553,010

職員手当等 1,263,256

共済費 23,035

旅費 59,960

計 7,899,261

(1,003,000)

工事請負費 211,580,600

(59,170,000)

委託料 2,926,000

需用費 7,051,517

役務費 2,880,724

委託料 7,318,454

使用料及び賃借料 9,630,012

工事請負費 264,000

計 27,144,707

(5,803,820)

事　業　名 （計のうち特定財源） 事　　　業　　　効　　　果　　　等

小・中学校特別
教室空調設備事
業

事　業　費

　令和4年度に小学校・中学校の特別教室への空調設備
新設及び老朽化した管理諸室への更新工事を実施し
た。同年の冬季から稼働を開始し、快適な教育環境を
確保できた。
　令和元年度の普通教室への空調設備設置事業と併せ
て、校舎内の全教室への導入が完了している。

スクールサポー
トスタッフ配置
事業

　従来、教師が担ってきた授業準備（プリント印
刷）、電話対応、会議準備（資料作成）に加え、コロ
ナ禍での校舎内の共有器具等の消毒作業などをスクー
ル・サポート・スタッフが行うことで、教員の業務が
軽減され、児童・生徒に直接関わる時間を確保しやす
くなっている。働き方改革の観点からも顕著な配置効
果があった。

太田及び石海小
学校受水槽設備
等更新事業

　衛生的な飲料水の確保や、安全な消防設備の機能維
持を目的とし、老朽化した受水槽・高架水槽・揚水ポ
ンプ・消火水槽・消火ポンプ等の設備更新を進めてい
る。
　令和4年度は、更新工事の実施設計について、学校規
模に応じた適切な容量を計算し、電気設備や機械設備
設計には専門的な知見を必要としたため、業務を委託
し、設計と積算を完了させた。

　端末の画面の共有やモニタリング等が可能な授業支
援システムを導入したことにより、1人1台端末を最大
限に活用した「主体的・対話的で深い学び」が可能と
なり、児童生徒の学習環境が飛躍的に向上した。
　また、児童生徒の1人1台端末を学校内での活用だけ
ではなく、家庭への持ち帰りを積極的に行うための端
末用ケースの整備を行った。
　教職員のための環境整備としては、老朽化した校務
用パソコンやプリンタ等の更新を行った。

【コロナ交付金充当事業（一部）】

学校教育ＩＣＴ
環境充実事業



区分 金額（円）

事　業　名 （計のうち特定財源） 事　　　業　　　効　　　果　　　等

事　業　費

工事請負費 27,952,947

報償費 1,004,500

需用費 165,245

役務費 19,158

委託料 156,000

使用料及び賃借料 597,290

計 1,942,193

太田幼稚園北棟
園舎解体事業

　耐震化未了となっていた北園舎の解体等工事を実施
した。解体跡地は社会福祉課が所管する太田学童保育
園として活用するために、工事はプレハブ設置工事と
一括して発注を行った。
　園児の安全に最大限配慮するため、夏季休業中に迅
速に施工することができた。

【主な内容】
　・北園舎309㎡解体
　・外構工事（フェンス等撤去及び再設置等）
　・教材を収納するための物置設置
　・園舎解体に伴う機械設備・電気配線工事

公民館学習講座
事業

・公民館主催事業　参加者合計：1,969人
　文化会館：417人(書道：225人　歴史教養講座：192
人)
　公民館合計：1,552人(龍田：484人　斑鳩：312人
太田：442人　石海：314人)
　「太子の里かるた大会」を3年ぶりに実施した。
　参加者数：75人

・たちばな大学
　一般教養講座・専門講座(6講座)・クラブ活動(3クラ
ブ)を実施した。
【一般教養講座】　講座登録者数(4地区合計)：210人
　年間で11講座(開講式・閉講式含む)を実施した。
【専門講座】　講座登録者数：110人
【クラブ活動】　講座登録者数：44人

・公民館学習発表会　来場者数：673人
【展示部門：582人　芸能部門：91人】
　例年は各公民館の登録活動団体が2～3月にかけて、
展示・芸能部門の発表会を行う。令和4年度もコロナ対
策のため、各地区公民館合同で実施した。(展示部門・
芸能部門を実施)



区分 金額（円）

事　業　名 （計のうち特定財源） 事　　　業　　　効　　　果　　　等

事　業　費

報償費 1,874,116

旅費 50,620

需用費 753,735

役務費 279,869

委託料 322,500

使用料及び賃借料 247,090

負担金、補助及び交付金 4,246,230

計 7,774,160

(1,909,902)

地域と学校の連
携・協働体制構
築事業（青少年
育成助成事業含
む）

・土曜日英会話教室、あそびっ子教室（伝統文化親子
教室含む）、ジュニアリーダー養成講座　3,002,677円
【土曜日英会話教室】
　ＡＬＴ等の外国人講師による小学3・4年生を対象と
した英会話教室を実施した。(年間10回(前期5回・後期
5回）開催延べ参加者数：470人)
【あそびっ子教室（伝統文化親子教室含む）】
　町内小学1年生～6年生までを対象に参加者を募集し
ている。コロナ禍で実施できない事業もあったが、日
程を再調整し、みそ作りやSDGsを学ぼう、盲導犬の仕
事を知ろう、ロボットプログラミング等体験活動や交
流活動を年間10回実施した。(延べ参加者数:361人）
【ジュニアリーダー養成講座】
　町内小学4年生～6年生までを対象に参加者を募集
し、デイキャンプや野外活動を通して、集団行動や、
協調性等を学ぶことができた。（年間8回開催延べ参加
者数：151人）

・「20歳のつどい」525,253円
　令和5年1月9日(祝）より成人年齢の18才ではなく、
「20歳のつどい」として開催した。運営委員は10名の
委員が集まった。委員会は8月から当日まで計7回の活
動であった。アトラクションでは、恩師のビデオメッ
セージのみとした。

・子ども会活動　295,457円
　アジャタ交流会・オセロ大会・ドッジボール大会に
ついては、新型コロナウイルス感染防止対策を十分に
講じたうえで実施した。オセロ大会は新型コロナの感
染拡大時期であったため中止した。また、モデル地区
への事業補助やコロナ対策用品を購入した。

・青少年育成協議会補助金1,653,773円
　各団体への補助により、青少年の健全育成を推進し
た。また、夏休み中の青色回転灯パトロールについて
は、新型コロナの感染防止対策により各地区会長及び
事務局のみで実施した。

・揖龍育成センター（たつの市、太子町で運営）
　青少年の健全育成のため、育成活動、補導活動、環
境浄化活動、啓発活動等を実施している。
　
 



区分 金額（円）

事　業　名 （計のうち特定財源） 事　　　業　　　効　　　果　　　等

事　業　費

報償費 301,000

旅費 30,220

需用費 944,471

役務費 29,790

使用料及び賃借料 254,510

備品購入費 594,000

負担金、補助及び交付金 2,261,776

計 4,415,767

(428,000)

文化財保護事業 委託料 380,502

負担金、補助及び交付金 8,324,000

計 8,704,502

(2,500,000)

委託料 22,300,000

・地域に学ぶ体験学習事業である「ふれあい教室」は
年間14回開催し、様々な体験活動において、異学年の
児童や地域の方々と交流することができた。上級生が
下級生に対して優しく教えたり、手助けしたりする姿
が見られ、明るく温かい雰囲気の教室となった。延参
加人数440人

・８月の強調月間で募集した人権標語や人権ポスター
の優秀な作品を大会当日にあすかホールホワイエで掲
示し、多くの住民に見ていただくことで人権に対する
意識を高める活動となった。これをもとに作成し全戸
配付した人権カレンダーも人権啓発の効果があった。
総会や記念大会での講演会は、各種団体の代表や町民
への人権啓発となった。

・学校園所における人権に関する公開保育・公開授業
について、昨年度はコロナ禍のため中止となったが、
今年度は人数制限を設けた上で実施することができ、
よい実践交流の場となった。分科会では、提案レポー
トを中心に意見交流し、取組や課題を共有することが
できた。

人権啓発事業

文化会館自主公
演開催事業

　コロナ禍においても、感染防止対策を徹底した上
で、お客様に安心して自主事業公演に来ていただくこ
とができた。音楽や講演会など、子どもから高齢者ま
で楽しめる幅広いジャンルの自主事業を展開し、町民
が文化・芸術に触れたり、参加したりする機会を提供
することができ、聖徳太子没後1400年記念事業を通し
て、聖徳太子ゆかりの町であることを町民の皆さまに
再認識いただいた年となり、新たな客層を取り込むこ
とができた。

　・自主事業　      20公演 　 (前年度:15公演)
　・入場者　      　11,034人　(前年度:3,889人)
　・貸館利用者  　  58,519人  (前年度:31,531人)

　町事業に伴う本発掘調査として吉福西遺跡の発掘調
査及び民間開発事業に伴う斑鳩寺南遺跡ほか2ヶ所の試
掘・確認調査の計4カ所の埋蔵文化財調査を実施した。
　遺跡発掘調査作業委託料　　　 78,000円
　町内遺跡確認調査測量委託料　302,502円

・県指定文化財「斑鳩寺庫裏」保存修理補助金
　5,824,000円（H28年度～R4年度まで:工事の一部を令
和4年度まで伸ばすことをR3．1月に決定。7ヶ年事業）

・屋台保存活用助成金（田中屋台改修事業に助成）
　2,500,000円



区分 金額（円）

事　業　名 （計のうち特定財源） 事　　　業　　　効　　　果　　　等

事　業　費

需用費 1,650,000

委託料 2,551,360

工事請負費 14,076,700

計 18,278,060

需用費 608,830

役務費 21,000

計 629,830

需用費 34,424,602

役務費 452,987

委託料 115,600,725

使用料及び賃借料 2,894,154

備品購入費 247,412

負担金、補助及び交付金 18,065,962

計 171,685,842

文化会館施設維
持管理事業

・大ホール舞台上部スプリンクラー点検・修理
　落下したスプリンクラーヘッドと同じ形状である
30ヶ所の点検・修理を行った。

・外壁調査委託料
　建築基準法施行規則の改正により外壁の全面打診調
査が義務づけられ、調査を実施した。ひび割れや欠損
等が認められたが、緊急改修の必要がないため、次期
の改修時に修理を行うこととした。

・高圧ケーブル更新工事
　開館当初から更新しておらず、電気保安管理者の指
摘もあり、工事を実施した。既設ケーブルを撤去し、
新設配管を行った。

　学校給食費の運用を令和5年度より、私会計から公会
計へ円滑に移行するための準備を行った。
　・学校給食費に関する条例等の整備
　・給食費管理システムの構築
　・金融機関との口座振替に係る契約の締結

【委託料】
　調理業務や施設維持管理といった専門的な業務を委
託し、より安全安心な給食の提供を行った。
（委託内容の一部）
　・調理業務等委託
　・ボイラー保守点検委託
　・電気設備保安管理委託　外

　旧給食センター解体工事設計業務委託
　給食費管理システム構築委託

【負担金、補助及び交付金】
　米飯回数の増加及び物価高騰等により逼迫した給食
会計に、心身の健全な発達を助け、充実した食生活を
支援するため、炊飯加工賃に公費を投入した。
　・学校給食炊飯加工賃補助金

給食センター管
理運営事業

歴史資料館企画
展示事業

　聖徳太子没後1400年を記念して、太子町と聖徳太子
を結び付けた法隆寺領鵤荘とそこに根付いた太子への
信仰、そして太子に守られた人々の暮らしについて紹
介する企画展を開催した。

・企画展「法隆寺領鵤荘と聖徳太子への信仰」
　期間：令和4年10月29日(土)～12月11日(日)開館36日
　期間中来館者数：635名



＊　家庭教育学級関係事業

西中学校 東中学校 龍田幼・小学校 斑鳩小学校 太田小学校 石海小学校

19 7 11 12 24 9

斑鳩幼稚園 太田幼稚園 石海幼稚園 合計

7 12 21 122

※　幼稚園・小学校・中学校の保護者が集まり、各校園で月1回程度の学習会を

  　自主運営している。人権学習会(研修)・福祉体験を必修としている。

＊　公民館利用状況

文化会館 斑鳩 石海 太田 龍田 合計

件数 117件 31件 28件 40件 49件 265件

人員 3,332人 312人 314人 442人 484人 4,884人

件数 460件 744件 610件 656件 2,470件

人員 3,119人 5,267人 5,694人 5,568人 19,648人

＊　青少年育成関係事業

月　日 主催 参加者数

6月11日 子ども会連絡協議会 39人

7月～8月 青少年育成協議会 8人

8月20日 子ども会連絡協議会 －

11月6日 子ども会連絡協議会 27人

11月26日 子ども会連絡協議会 18人

2月18日 子ども会連絡協議会 233人

＊　人権教育

(1) 地域に学ぶ体験学習

　

対象者 対象人員 開催回数

小学生 36人 14回

(2) 啓発事業　（2022年度「人権文化をすすめる町民運動」期間　R4.8.1～R4.8.31）
　
月　日 対象者 参加者

8月7日 町民 332人

(3) 指導者育成事業

　

校　園　名

参加者数(人)

校　園　名

参加者数(人)

青少協夏季夜間巡回補導

文化会館

町民体育館

子連協オセロ大会(中止)

文化会館

区分＼公民館名

主催事業

貸館事業

事　業　名 会　場

子連協アジャタ交流会

書面にて実施子連協総会

子連協ドッジボール大会

町内

町民体育館

子連協将棋大会

助言者研修 役　場 4回 34人

リーダー・推進員研修 文化会館 3回(うち4地区合同開催1回) 378人

事　業　名 会　場

ふれあい教室 南総合センター

事　業　名 会　場

人権文化をすすめる町民運動記念講演会 丸尾建築あすかホール

事　業　名 会　場 開催回数 延べ人員



(4) 啓発資料作成及び購入事業

　

①　啓発資料等作成事業

部数

400部

480部

13,100部

380部

122部

42部

83部

34部

480部

②　啓発用ＤＶＤ等購入事業(社会教育課・南総合センター）

本数 時期

夕焼け 4本

話せてよかった 5本

2本

2本

＊　図書館利用状況

＊　文化会館利用状況

区分（延べ数） 大ホール 中ホール ミニシアター 会議室 研修室 和室 その他

使用回数 250回 380回 109回 156回 803回 404回 1,498回

使用日数 111日 178日 63日 98日 455日 201日 719日

利用人数 27,933人 15,017人 1,426人 807人 6,470人 895人 5,971人

＊　歴史資料館利用状況

65歳以上 大人 高校・大学生 小・中学生 うち身障者

214日 853人 1,011人 59人 689人 0人

36日 200人 238人 27人 170人 3人

250日 1,053人 1,249人 86人 859人 3人

住民学習の手引き R4.7.2 住民学習会

人権教育実践発表会提案要項集 R4.11.19 実践発表会

各地域学習等に活用

貸出利用者数

38,266人

【総利用者数】

有効登録者数開館日数

太子町と近代産業

合計

常　設　展　示

278日

総貸出点数

開館日数
入　館　者　の　内　訳

58,519人

展示名＼区分

3,704人 150,666冊

R5.1.9

教職員

啓発冊子「元気ＵＰじんけん」 20歳のつどいで配布

啓発冊子「セイ」 R5.1.30 教職員・助言者

啓発冊子「クレヨン」 R5.1.30

啓発カレンダー R4.11.25 各戸配布

事　業　名 発行月日 利用方法

シリーズ映像で見る人権の歴史第５巻 渋染一揆を闘いぬいた人々　小学生版

利用方法

啓発冊子「アイ」 R5.1.30 教職員

R5.1.30

R5.2.24

購　入　物　品　名

人権教育実践発表会討議記録集
実践発表会参加者に配

付

啓発冊子「ブリッジ」 教職員

シリーズ映像で見る人権の歴史第４巻 明治維新と賤民廃止令　小学生版

5月

1月



＊　南総合センター利用状況

＊　地域交流館利用状況

施設名 交流ラウンジ スペース1 スペース2 スペース3 和室

利用人数 13,720人 3,057人 2,366人 4,900人 1,202人

＊　体育館利用状況

施設名 アリーナ 卓球場 武道場 多目的ルーム トレーニングルーム ランニングコース

利用人数 34,568人 11,883人 9,494人 3,118人 4,587人 159人

＊　総合公園施設利用状況

テニスコート 3,627件 28,941人

年間利用者数 6,823人

【総利用者数】 25,245人

【総利用者数】 63,809人

22,061人

施　設　名 利用件数 利用者数

陸上競技場 2,239件



＊　国民健康保険特別会計の決算状況

　　(1)　加入状況　　（令和5年3月31日現在） 　　(2)　保険税率（医療保険分）

＊　国民健康保険税 （加入世帯数　4,006世帯※年度平均　　被保険者数　6,297人）

＊平成28年度より資産割廃止

《徴収率》

《減額の状況》

適用区分

＊　国民健康保険給付状況

　　(1)　保険給付状況

　　(2)　療養諸費の費用額負担区分

区　分

療養の給付

療　養　費

合　計 2,621,469,310円 1,940,904,176円 604,677,713円

国保加入世帯数(B)

国保被保険者数(D)

14,071世帯

33,645人

町内総世帯数(A)

2,641件そ の 他

18.02%

調定額

92,362千円

73,674件

41,729件

65件

療養給付

療養費

区　　　　分

診 療 費

薬剤支給

現年課税分 滞納繰越分 合　計

94.3% 16.0%

70,516千円6,675千円

被保険者均等割

19,400円

650,000円最高課税限度額

332,767千円

加入率(D/C)

31,983千円

所得割

７割減額適用

1,129人

５割減額適用

41,875千円

1,484人

世帯別平等割

21,966千円

861人 3,474人

合計

均等割

２割減額適用

7.13%

‐

27,000円

所　得　割

資　産　割

均　等　割

3,902世帯

6,063人

平　等　割

27.73%

出産育児給付

葬祭給付

5,455,841円

加入率(B/A)

平等割
7,792千円

72.7%

町内総人口（C）

594,770千円169,641千円

件　数 費　用　額

2,104,612,083円

495,052,751円

562,717円

1,106世帯

21,675千円

費　用　額

2,599,664,834円

58件

75,527,928円

75,887,421円

15,989,142円

5,557件

13件

高　額　療　養　費

499世帯

21,241,759円

280,221,924円

診 療 費

599,221,872円1,924,915,034円

保険者負担分 一部負担金

5,448,000円

2,900,000円

2,516千円

608世帯 2,213世帯

359,493円

国保優先

その他
保険給付

21,804,476円



　　(3)　療養の給付(診療費)内訳

区　分 件　数 受診率

入　院 1,499件 23.80%

入院外 59,243件 940.81%

歯　科 12,599件 200.08%

合　計 73,341件 1164.70%

　※　受診率は件数を年間平均被保険者数 6,297人 で除した割合

＊　特定健診・特定保健指導の状況

受診人数

1,555人

　　(2)　特定保健指導の実施

区　分 利用者人数 終了者人数 終了率

直営 80人 67人 53.6%

（対象人数 125人） 委託 0人 0人 0.0%

直営 15人 7人 20.0%

（対象人数 35人） 委託 0人 0人 0.0%

（対象人数 160人）

直営： 健診で特定保健指導の対象となった者に対し、町が直営（保健福祉会館）で実施

委託： 健診で特定保健指導の対象となった者に対し、委託機関（龍野中央病院・姫路市医師会

診療所）にて実施

6人
令和4年4月1日～令和5年3月31日
　職場などで健診を受診した人からの結果提出

合計

支援区分

合計
95人 74人

動機付け支援

健診結果提出

46.3%

　　(1)　特定健診の実施

148,042円

1件当たり費用

147,374円

932,221,360円

費　用　額 1人当たり費用

14,344円

27,828円

180,723,504円

2,040,960,857円

28,700円

324,116円

928,015,993円

621,896円

積極的支援

15,665円

区　分

人間ドック助成 68人

集団健診

令和4年4月1日～令和5年3月31日

【健診場所】太子町、たつの市及び姫路市内の医療機関

令和4年4月1日～令和5年3月31日

　受診者の申請に基づき、費用額の1/2（上限18,000円）を助成

実施日・内容等

個別健診

1,107人

374人

令和4年9月2日～5日、9月7日～9日、10月1日～7日の14日間

【健診場所】保健福祉会館・丸尾建築あすかホール



＊　介護保険特別会計の決算状況

　　(1)　介護保険料の調定額、収納率

賦課人数 収納率

8,959人 100.0%

757人 92.8%

100人 19.1%

9,816人 98.9%

　　(2)　要介護（要支援）認定及び受給状況

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２

282人 198人 424人 218人

122人 114人 330人 189人

要介護３ 要介護４ 要介護５ 合　計

214人 165人 144人 1,645人

155人 86人 60人 1,056人

　　(3)　給付実績

特定入所者介護(介護予防)サービス費 2,662件 33,984,185円

合　計 89,167件 2,262,343,399円

8,772,298円

476,120円

762,065円

4,471,535円

12,060,486円

2,108,885円

15件

30件

46件

高 額 医 療 合 算 介 護 サ ー ビ ス 費

市 町 村 特 別 給 付 費

高 額 介 護 サ ー ビ ス 費

介
護
予
防

サ
ー

ビ
ス
等
諸
費

調　定　額

649,173,740円

37,648,330円

区　分

②　認定者数（令和5年3月31日現在）及び
　　居宅介護（支援）サービス受給者数（令和5年1月31日現在）

現年特徴

現年普徴

1,384件

①　認定件数

新　規

552件

収　納　額

649,173,740円

34,928,850円

1,187,580円

685,290,170円

③　施設介護サービス受給者数（令和5年1月31日現在）

6,228,020円

合　計 693,050,090円

滞納普徴

合　計

657件 175件

更　新 区分変更

区　分

認　定　者　数

うち居宅介護（支援）サービス受給者数

区　分

認　定　者　数

うち居宅介護（支援）サービス受給者数

2,664,349円

介護老人福祉施設

130人

区　　　　分 利用件数

介護老人保健施設 介護医療院 合　計

27人 6人

給付額

居 宅 介 護 サ ー ビ ス 給 付 費

地域密着型介護サービス給付費

911,763,292円

415,758,790円

634,933,532円

163人

21,438件

2,752件

2,091件

74件

介
護
サ
ー

ビ
ス
等
諸
費

施 設 介 護 サ ー ビ ス 給 付 費

居 宅 介 護 福 祉 用 具 購 入 費

285件

8件

8,143,782円

127,540,242円

52,552,353円

1,037,178円

45,314,307円

介護予防サービス計画給付費

居宅介護サービス計画給付費

4,017件

40,791件

2,607件

地域密着型介護予防サービス給付費

介 護 予 防 福 祉 用 具 購 入 費

介 護 予 防 住 宅 改 修 費

居 宅 介 護 住 宅 改 修 費

介 護 予 防 サ ー ビ ス 給 付 費

審 査 支 払 手 数 料

3,312件

74件

8,965件



　（4）安心見守りコール事業利用者数（令和5年3月31日現在）

利用者数 83人

＊　後期高齢者医療特別会計の決算状況

　　(1)　加入状況　　（令和5年3月31日現在） 　　(2)　保険料率

　　(3)　後期高齢者医療保険料の調定額、収納率

賦課人数 収納率

3,892人 100.0%

721人 99.5%

28人 40.8%

4,641人 99.7%

　　(4)　基盤安定負担金の軽減内訳

適用区分

障害認定加入者 52人 保険料上限額 660,000円

区　分 調　定　額 収　納　額

全被保険者数 4,831人 所　得　割 10.28%

元被用者保険の被扶養者 47人 均　等　割 50,147円

滞納普徴 1,184,863円 483,716円

合　計 415,331,824円 414,046,361円

現年特徴 285,345,878円 285,345,878円

現年普徴 128,801,083円 128,216,767円

７割軽減適用 ５割軽減適用 ２割軽減適用 被扶養者(５割軽減)

均等割
1,573人 560人 816人 23人

53,368,216円 13,675,766円 7,919,491円 447,149円



＊　後期高齢者医療特別会計の決算状況

　　(1)　加入状況　　（令和5年3月31日現在） 　　(2)　保険料率

　　(3)　後期高齢者医療保険料の調定額、収納率

賦課人数 収納率

3,892人 100.0%

721人 99.5%

28人 40.8%

4,641人 99.7%

　　(4)　基盤安定負担金の軽減内訳

適用区分

660,000円

区　分 調　定　額

所　得　割 10.28%

均　等　割 50,147円

全被保険者数

元被用者保険の被扶養者

収　納　額

障害認定加入者

4,831人

47人

52人 保険料上限額

現年特徴 285,345,878円 285,345,878円

合　計 415,331,824円 414,046,361円

現年普徴 128,801,083円 128,216,767円

滞納普徴

被扶養者(５割軽減)

均等割

1,184,863円 483,716円

23人

53,368,216円 13,675,766円 7,919,491円 447,149円

1,573人 560人 816人

７割軽減適用 ５割軽減適用 ２割軽減適用


